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19世紀初頭、イングランド北部のヨークシャー州に生まれ育ったブロンテ3姉妹（シャーロット、エミリ、

アン）とブランウェルは、産業革命の影響を受けながら育ちました。彼らが住んでいたハワース村は、人口

が急激に増えた結果、チフスや赤痢などの疫病が蔓延し、乳幼児死亡率も高く、1840年代の平均寿命はおよ

そ25.7歳でした。死と常に隣り合わせの状態で、彼らは物語を書き続け、それぞれが短い生涯を遂げました。

中でもブランウェルは、姉妹らの名声の陰に埋もれましたが、豊かな才能を持ち詩人を目指していました。

出版されることのなかったら彼の初期作品を通して、何が見えてくるのかを模索しています。

研究テーマ ブランウェル初期作品における英国植民地主義や戦争の表象について

所属学会 日本英文学会，日本ブロンテ協会，関西学院大学英米文学会、神戸英米学会

researchmap https://researchmap.jp/2004_2007

連絡先 furuno@genl.suzuka-ct.ac.jp

教育
担当授業 英語ⅠAB（1年） 英語ⅡAB(２年) デザイン基礎（２年）

英語表現論(専攻科１年)など

取り組み 英会話や英作文を取り入れて、自分の意見や調べたことを英語で表現する
力を養いたいと考えています。

部活動 女子バレーボール部補佐

ブロンテ三姉妹の小説（左からシャーロット『シャーリー』、
エミリー『嵐が丘』、アン『ワイルドフェルホールの住人』

ブロンテ・スタディーズ、ブランウェル『海賊』
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